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課室名:課室名:道路環境課

内線:内線:5107

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成 5年度～

会計 款 項 目

一般会
計

道路橋
りょう

土木費 道路維持費

説明事業

電線地中化（道路）整備費

戦略項目

担当名:担当名:防災担当

電線共同溝の整備等に関する特別措置法

050203　快適で魅力あふれるまちづくり

予算額

決定額 △1,194△1,194

現計額 151,000151,000

△894△894

3,0003,000

△1,000△1,000

148,000148,000

700700 149,806149,806

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

諸収入 県債
一般財源

番号

電線地中化（道路）整備費

１　事業概要

　電線類等を地中化するとこにより、安全で快適な歩行

空間の確保、都市災害の防止及び都市景観の向上を図る

ものである。

受託事業費の確定による減額

（１）電線共同溝の築造(電線類地中化)　△894千円

事務費の節減による減額

２　事業主体及び負担区分

（県１０／１０）

３　地方財政措置の状況

　地域活性化事業債(継続分)　充当率 75％

　元利償還金交付税措置　30%を基準財政需要額に算入

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×2.1人＝19,950千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　電線共同溝の築造(電線類地中化)
　　　　良好な景観形成や歩行者の安全な通行を図るため、電線類等の地中化を行う。

（２）事業計画
　　一般県道川口蕨線(蕨市)　外７箇所の整備を実施する。

（３）事業効果
　　電線類等の地中化によって、快適な歩行空間が確保できる。また道路の見通しが良くなり安全性が向上する。
　　さらに、電線類が地下に収められるため都市の景観が向上する上、災害時には、電線類が垂れ下がるといった
　危険が防止できる。

（４）補正予算の概要
　　電線共同溝の築造：受託事業の減額による減額補正　　　　△894千円
　　　　　　　　　　　事務費の節減による減額補正　　　　　△300千円

(単位：千円)

（１）電線共同溝の築造(電線類地中化)　△300千円

分野施策


